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議
案
第
54
号 

平
成
27
年
度
足
利
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

○
議
案
の
内
容

　
今
回
の
補
正
は
、
補
助
事
業
、
単
独
事

業
及
び
積
立
金
の
追
加
と
繰
越
明
許
費
の

設
定
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

予
算
に
10
億
８
千
200
万
円
を
追
加
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
質
疑
応
答

問
　
公
的
病
院
等
運
営
費
補
助
金
に
つ
い

て
、
追
加
１
億
円
の
具
体
的
な
使
い
道
は

何
か
。

答
　
不
採
算
医
療
を
担
っ
て
い
る
公
的
病

院
に
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
採
算 

医
療
は
７
つ
ほ
ど
あ
り
、
結
核
医
療
、
精

神
医
療
、
救
急
告
示
病
院
、
小
児
救
急
医

療
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
周
産
期
医
療
、

小
児
医
療
が
該
当
す
る
。

○
審
査
結
果　

原
案
の
と
お
り
可
決

議
案
第
48
号 

足
利
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
の
内
容

　
い
わ
ゆ
る
番
号
法
の
施
行
に
伴
い
、
本

市
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

○
質
疑
応
答

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
市
民
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
　
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
添
付
書
類
な

ど
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
よ
り

正
確
な
所
得
の
把
握
に
よ
り
、
社
会
保
障

の
適
正
な
給
付
と
税
負
担
の
公
平
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
一
方
で
個
人
情
報
の
流
出
な

ど
懸
念
材
料
は
あ
る
と
思
う
が
、
い
ろ
い

ろ
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
国
民
の

保
護
に
十
分
配
慮
さ
れ
た
制
度
と
し
て
で

き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
。

○
審
査
結
果　

原
案
の
と
お
り
可
決

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

本
会
議
で
委
員
会
付
託
さ
れ
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
企
画
防
災
常
任
委
員
会

　

横
山
委
員
長
、金
子
副
委
員
長
、大
谷
、小
林（
貴
）、大
島
、荻
原
、黒
川
、中
山 

各
委
員

民
生
環
境
水
道
常
任
委
員
会

　

大
須
賀
委
員
長
、斎
藤
副
委
員
長
、栗
原
、中
島
、小
林（
克
）、渡
辺
、尾
関
、平
塚 

各
委
員

す
る
交
付
金
で
あ
り
、
そ
の
積
算
に
あ
た

っ
て
は
、
３
月
か
ら
10
月
分
ま
で
は
実
績

に
基
づ
き
、
ま
た
、
11
月
か
ら
翌
２
月
分

ま
で
は
、
前
年
度
の
実
績
に
基
づ
い
て
積

算
し
て
概
算
交
付
さ
れ
る
た
め
、
実
際
の

診
療
状
況
等
に
よ
っ
て
差
が
出
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

○
審
査
結
果　

原
案
の
と
お
り
可
決

議
案
第
56
号 

平
成
27
年
度
足
利
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
議
案
の
内
容

　
国
庫
支
出
金
等
の
精
算
に
伴
う
償
還
金

の
追
加
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
予
算
に
２
億
１
千
100
万
円
を
追
加
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
質
疑
応
答

問
　
国
、
県
等
へ
の
償
還
金
は
、
年
度
に

よ
っ
て
差
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
差
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
　
償
還
金
の
中
で
一
番
金
額
の
多
い
療

養
給
付
費
等
負
担
金
は
、
３
月
か
ら
翌
年

２
月
の
１
年
間
の
療
養
給
付
費
な
ど
に
対

わたらせテレビで本会議は生中継、常任委員会は
録画（放送日はおおむね全委員会開催後の翌日か

翌々日）により、放送されて
います。ぜひご覧ください。

チャンネルは
デジタル112チャンネル です。

※会議の開催日時などは変更される場合があります。
※お問い合わせは議会事務局（☎⑳2204）まで。

12
月  

定
例
会
開
催
予
定

日
　
　
時

会
議
の
種
類

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
提
案
説
明
）

　

〃　
（
質
疑
に
あ
わ
せ
て
一
般
質
問
）

　

〃　
（　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
　

）

　

〃　
（　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
　

）

総
務
企
画
防
災
常
任
委
員
会

民
生
環
境
水
道
常
任
委
員
会

教
育
経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告・表
決
等
）

11
月
20
日
㈮
10
時
〜

　
　

30
日
㈪
14
時
〜

12
月
8
日
㈫
10
時
〜

　
　

9
日
㈬
10
時
〜

　
　

10
日
㈭
10
時
〜

　
　

11
日
㈮
10
時
〜

　
　

14
日
㈪
10
時
〜

　
　

15
日
㈫
10
時
〜

　
　

18
日
㈮
10
時
〜

　
　
　
　
　

14
時
〜 市

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
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・消費税引き上げの影響で市民への負担が増となった。
・市民の暮らし、福祉を拡充する施策がとられていない。

・介護保険料の支払い困難者がふえ続けており、減免制
度をつくるべきである。

・加入世帯のうち支払い困難世帯は約4,200世帯もある。
応能負担の原則に立ち所得に応じた国民健康保険税に
改善すべきである。

・短期間の保険証の発行者が112人もいる。高齢者が安
心して受けられるように体制を整えるべきである。

・職員を５人削減し、中でも技術者の補充を行っていな
い。技術者をふやし、安心な水道事業を運営していく
ことが求められる。

・主要財源の市税は７年ぶりに増加となった。
・限られた財源を有効活用し各施策の推進に努めた。
・財政健全化法に基づく比率も基準を大きく下回り、健全
性が示されている。

・保険給付費が増加する中、保険料等の歳入の確保が図
られ、適正な予算執行がなされた。

・歳入では国・県支出金など所要財源の確保が図られ、
歳出においては保険給付事業のほか、被保険者の健康
保持・増進に取り組んでいる。

・歳出の主体は栃木県後期高齢者医療広域連合への納付
金であり、歳入については後期高齢者医療保険料、一般
会計繰入金等で賄われている。

・水需要の減少基調が続く中、経費削減や事業の合理化
等に努めている。

57

58

59

60

66

号

号

号

号

号

第

第

第

第

第

議 案
番 号 反対の主な理由 賛成の主な理由

　平成２６年度一般会計及び特別会計等の決算（議案第57号～第67号、計11議案）を審議するため、議員全員で構成す
る決算審査特別委員会を設置し、審査を行いました。２日間にわたる審査の結果、全ての決算及び利益の処分を認定・可
決し、本会議においても同様の審議結果になりました。決算の詳細な内容については、１１月号の広報あしかがみ
（12ページから14ページ）をご覧ください。

◆決算審査特別委員会
【委員長】　栗原　収　副議長　　【副委員長】　大須賀　幸雄　議員

１日目　提案当局の説明（政策推進部長、上下水道部長）
　　　 監査委員からの報告
　　　 質疑
　　　　・議案第５７号　一般会計 歳入～一般会計 歳出 農林水産費

２日目　質疑（１日目からの継続）
　　　　・議案第５７号　一般会計 歳出 商工費～予備費、歳入・歳出の相互にわたる部分
　　　　・議案第５８号　介護保険特別会計（保険事業勘定）決算
　　　　・議案第５９号　国民健康保険特別会計（事業勘定）決算
　　　　・議案第６０号　後期高齢者医療特別会計決算
　　　　・議案第６１号　太陽光発電事業特別会計決算 
　　　　・議案第６２号　公設地方卸売市場事業特別会計決算
　　　　・議案第６３号　農業集落排水事業特別会計決算
　　　　・議案第６４号　公共下水道事業特別会計決算
　　　　・議案第６５号　堀里ニュータウン下水処理事業特別会計決算
　　　　・議案第６６号　水道事業会計利益の処分及び決算
　　　　・議案第６７号　工業用水道事業会計利益の処分及び決算
　　　討論、表決

◆本会議
　決算審査特別委員会の審査報告に対し、下記の理由で決算の認定に賛成・反対の討論がありました。

⇒各議案の審議結果、賛否の状況は８、９ページに掲載

一般会計と特別会計とは？

一般会計…市の基本的な施策を行うための
会計であり、主な歳入には市税、地方交付税、
国庫支出金等がある。

特別会計…特定の収入
をもって、特定の事業を
行うために設けられて
いる。

決 算 審 議 の 概 要決 算 審 議 の 概 要決 算 審 議 の 概 要


